
豊田市矢作川研究所 月報 

CONTENTS 
●よ藻やま話 

●自然界における藻の役割と生態̃環境に適した生物が繁殖 

●水草とは、その現状は 

●今月の一枚 

●「矢作川ー異常繁殖するカワヒバリガイー」パネル展 

●鮎めし 

今月は…藻 

内田朝子 

（うちだ　あさこ、豊田市矢作川研究所 研究員） 

　矢作川中流域でアユが海からのぼってくる初夏にた

くさん生え、鮎釣りの邪魔者として嫌われているアオ

ンドロは「カワシオグサ」（Rio71号）、春先に矢作川全 

　川や池に生えるアオンドロは肉眼ではみな同じに見

えますが、顕微鏡で拡大すると、実にたくさんの種類

があることがわかります。 

　さて、この身近な「藻」は水中で一体どのような働き

をしているのでしょうか？　今月のRioでは藻の生態

的役割について、昨年、「藻の繁殖に注目した緩速ろ

過技術」で『愛・地球賞』を受賞された信州大学の中本

先生に詳しく解説していただきました。また、皆さん

が最初にイメージされた「藻」＝「水草」については、水

草研究会の会長、浜島繁隆さんにご紹介いただきま

した。 

 

も 

域で発生するアオンドロは「カワヒビミドロ」という種

類です（Rio49号）。さらに、意外なところに生えるア

オンドロもいます。結婚式の引出物の『のし』などで

お馴染みの鶴亀の亀にはふさふさとした毛が描かれて

いるのをご存じですか？　毛は亀の体の一部ではなく

甲羅に生えたアオンドロを表しています。藻をはやし

た亀は蓑を着ているようにみえるので「蓑亀」と呼ばれ、

長寿の象徴とされています。ちなみに矢作川支川の籠

川で捕まえられた蓑亀の藻はミゾジュズモでした。 

　「藻」と聞くと、皆さんはどのような藻をイメージしま

すか？　たいがい川や池に浮かんでいるオオカナダモ 

やクロモなどを思い浮べるでしょう。 

　「藻」の中でも、オオカナダモなど「水草」は、根・茎・

葉があって花も実もできます。一方、川の中の石に付

着している微小な藻（珪藻や藍藻）は「藻類」と呼ばれ、

体のつくりが単純で根・茎・葉の区別がなく花も咲き

ません。一言に「藻」といってもいろいろなものがいます。 

　川や池にとろろ昆布のごとく生えているのも「藻類」の

仲間です。矢作川の漁師さんたちは、矢作川の川底の

石にドロッと生えている藻を「アオンドロ」と呼んでい

ます。アオンドロにはいくつもの種類があります。例

えば、言葉の由来であろうと思われるのが「アオミド 

ロ」です。数年前に、豊田市小原在住の方から「山からの

水が流れ込んでいる家の池に緑色の藻がたくさん生え

ている。正体を知りたいのだが」という依頼を受けて

見せてもらった藻もアオミドロでした。顕微鏡で観察

すると実にきれいでした。 

民家の池に生えたアオミドロ　 

0.1mm

簑亀に生えたミゾジュズモ（新見克也氏採集） 

0.5mm

そう  るい 



　湖沼や河川など日光が当たるところには、藻が繁殖

します。藻は太陽の光のエネルギーを使って水中から

栄養物を吸収し繁殖します。藻は、草木と同じに光合

成をしています。光合成とは、炭酸ガスと水を材料に

太陽の光エネルギーを使ってブドウ糖という炭水化物

（有機化合物）をつくることです。この炭水化物を使っ

て、水中の肥料成分（栄養塩）を吸収して、生長し増え

ます。藻は無機物（炭素、水素、酸素）から有機物をつ

くるので、基礎生産者または一次生産者といわれてい

ます。それは、動物の餌にもなるからです。水中には、

いろいろな動物がいます。動物は、餌がないと生きて

いけません。動物がいるということは餌があるのです。 

　河川は流れがあります。河床に礫（小石）が多いとこ

ろがあります。その礫の表面は、茶色でヌルヌルとし

ています。それは藻（付着珪藻）が繁茂しているからです。 

　クロロフィルという葉緑素の他に、赤色の色素も含

まれているので、茶色に見えます。この付着珪藻は、

顕微鏡で観察しないとハッキリとはわかりません。こ

の珪藻は、流れがあるので、流されないように、細胞

の外に粘液をだし、礫面に付着します。小さな生物ほ

ど繁殖速度は早いということがわかっています。この

付着珪藻は、鮎などにとって絶好の餌になっています。

また水生昆虫の餌としても絶好です。 

　一年中、礫面には付着珪藻が見られるのが普通です

が、河床が安定し、河川水中に濁りが少ないと、礫面

に付着して繁殖するカワシオグサなどの糸状の緑藻の

繁殖も見られます。糸状の緑藻の細胞膜が堅く、動物 

はそのままでは食べにくく、食べても消化しにくいの

です。そこで、動物が安心して生息できる安定した環

境では、珪藻は食べられてしまい、食べられにくい緑

藻が繁殖しやすいのです。しかし、増水により土砂が

運ばれてくると、この濁りで、礫の表面の付着藻類や

糸状の緑藻が流されてしまいます。矢作川ではダムが

できて、降雨による急激な増水が少なくなり、上流か

らの土砂の流出が少なくなったので、河床が安定し、

礫に付着して増える糸状の緑藻が増えたのではないか

と考えられています。また、この糸状の緑藻の間は、

微小動物の隠れ家にもなっています。 

　水田では、水面や稲の苗の茎に引っかかって繁殖し

ているアオミドロ、サヤミドロやカワシオグサなどの

糸状の緑藻が目立ちます。また、水田には、タニシや

カワニナなどの巻き貝がいます。貝類は、細胞が堅固

な緑藻でも食べることができます。 

　平野部の川底の砂が多いところでは、藻が繁殖しに

くいです。それは、川の流れで表面の砂が動いてしま

うからです。でも、河原で水が湧き出ている場所は、

濁りがなく、ゆっくりした流れがあります。このよう

なところは、糸状の珪藻（メロシラ）が繁茂しやすい場所

です。湖や池では、水に浮いて繁殖する植物プランク

トンがいます。生物は、自分らに適した場所で、それ

ぞれ繁殖するのです。 

 

 

中本信忠 

（なかもと　のぶただ、 

　　　　　　信州大学繊維学部応用生物学科 教授） 

水が湧いている場所のメロシラ 

礫面の付着珪藻 

か   しょう 

ふ   ちゃく けい  そう 

れき 

自然界における藻の役割と生態 
ー環境に適した生物が繁殖ー 



水草とは、その現状は 

 ② 減少の著しい水草  

　日本の水草の種類数は研究者

の見解で多少異なるが約200種で

ある。環境省が発表したレッド

データブック（RDB）で絶滅の心

配のある水草は1989年には47種（水

草全体の24.6％）、2000年のRDB

では87種（45.5％）に増加してい

る。中でも沈水植物の60％が絶

滅危惧種に挙げられる異常な状

況にある（角野、2003）。 

　県全域の水草の現状は掴めて

いないが、濃尾平野南西域の水田、

水路、休耕田の水草について

1979年に調査して、その後1996

年再度同じ地域で調査した結果

がある（浜島、2002）。それらの 

 ① 水草とは 

　ため池や河川などの水域に生育する植物が水草と呼

ばれる仲間である。これらの植物には種子植物、シダ

植物・コケ類、大形の淡水藻類シャジクモ類が含まれ

ている。「水草」はミズクサ、スイソウと読まれるが、

スイソウは藻類と混同されるおそれがあるため一般的

には“ミズクサ”と読んでいる。水草は学術用語では

「水生（大型）植物」であるが、普通は水草が使われて

いる。 

　水草は陸上植物が進化の歴史のなかで、水中に適応

して生活を営むようになったものである。種類により

その適応の様式や程度が異なっている。適応の仕方で

四つの生育形に分けられている。 

　（1）水際に生え、根元が少し水に浸かっているヨシ、カンガ

レイなどの「抽水植物」 

　（2）根は水底に固着し、葉を水面に浮かせるヒツジグサ、ガ

ガブタなどの「浮葉植物」  

　（3）植物体を総て水中に沈めているクロモ、エビモなどの「沈

水植物」 

　（4）根は水底に固着せず、全体が浮いているウキクサ、アオ

ウキクサなどの「浮遊植物」  

　これらの生活形は固定されたものではなく、可塑性

を備え、環境の変化にうまく適応する事が出来る。 

 

結果や過去の記録などからこれらの地域から沈水植物

のコウガイモ、ササバモ、ホザキノフサモ、浮葉植物

のヒメシロアサザ、オニバス、抽水植物のミズアオイ、

浮遊植物のサンショウモなどが絶滅したと考えられる。

その他マコモやクログワイなどのごく一般的な水草も

水路改修で三面張りになったため激減した。 

 

 ③ はびこる外来の水草  

　水草の仲間で身近な池でよく見るホテイアオイやキ

ショウブは帰化水草であるが、昔からの在来種と思わ

れるほど地域に馴染んでしまっている。さらに川では

外来のコカナダモ、オオカナダモが在来のクロモの生

育場所を占拠している。名古屋市のため池ではフサジ

ュンサイが池を占有して、従来からのヒシ、ガガブタ

を駆逐し、さらに最近は園芸用のスイレンが投入され

池全体を占拠する勢いである。  

　最近のビオトープブームでキショウブ、オオフサモ

など外来の水草が移植されているが、それが繁茂、逸

出して周囲の生態系に影響をあたえるのが危惧される。 

　引用文献 
　・角野康郎（2003）水草の減少・絶滅 . 環境リスクマネジメントハ
　ンドブック：26～31,朝倉書店. 
　・浜島繁隆（2002）濃尾平野西部農水地域の水生植物の動態と現  
　状 . ため池の自然35：15～24.

浜島繁隆 

東海地方のため池に生育するガガブタは30年で70％の池から姿を消し、今や絶滅危惧種 

か      そ 

（はまじま　しげたか、水草研究会 会長） 



　近年、矢作川中流域を中心に大発生している外来生物のカワヒバリガイに
ついてパネル展示を通して紹介します。ぜひ、この機会にカワヒバリガイの
実態にふれ、豊田市のシンボルである『矢作川』に関心を持ち、その保全につ
いて考えていただければ幸いです。 

　　◆ 期　　間：平成18年 8 月21日（月）～ 8 月31日（木） 
　　◆ 場　　所：豊田市役所南庁舎 1 階　ロビー 
　　◆ 問合せ先：豊田市矢作川研究所（0565-34-6860） 

カワヒバリガイ 

「矢作川－異常繁殖するカワヒバリガイ－」パネル展 

　まだまだ梅雨まっただ中の今日この頃ですが、野外での活動が待ち遠しい季節となりました。
　そこで，来月は「川遊び」をテーマにお送りする予定です。  
　矢作川でも夏になると、砂地が広がる下流では川遊びをしている子どもたちの姿をしばし
ば目にしますが、上・中流ではあまり見られません。流れも速く、川底も玉石のため、大人
が遊ぶにもかなりの技術と経験が必要です。このため「川遊び」初心者や小さな子ども達には
家の近くの小川が最もふさわしい遊び場となるでしょう。しかし農地整備や市街地化のため、
多くの小川がコンクリートで固められているのが現状です。 
 川は私たちにとって最も身近な自然であり、中に入り触れてみないと気付きませんが、様々
な動植物に出会うことが出来ます。こんな自然あふれる川に子どもたちを含め多くの方々が
親しんで頂くために、次号では「川遊び」の魅力についてたっぷりご紹介します。（白金） 

2006年5月30日 
（高橋　聡　撮影） 

今月の一枚 

　水質調査隊のお手伝いをし
ているうちに見つけました。 
　このように巣の一部に白い
幕を「×」の字になるようにつ
くって、脚を２本ずつまとめ
て隠れ、獲物を待ち構えるの
だそうです。 

チュウガタコガネグモ 


